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（１）本研究の背景
古 墳 時 代 中 期 に あ た る 5 世 紀 初 め 頃 に 、 全 長 200m を 超 え る 巨 大 前

方 後 円 墳 の 造 営 地 が 奈 良 盆 地 か ら 河 内 平 野 に 移 動 す る 。 戦 後 の 日
本 古 代 史 で は 、 こ の 現 象 は ヤ マ ト 王 権 の 政 権 交 代 を 想 定 す る 政 権
交 代 論 と 結 び つ け て 議 論 さ れ 、 一 大 論 争 に な っ て い る 。 今 回 の 研
究 で は 、 近 年 盛 ん に 論 じ ら れ て い る 墳 丘 築 造 企 画 論 を 踏 ま え 、 近
畿 地 方 の 巨 大 前 方 後 円 墳 の 墳 丘 構 造 に 着 目 し て 、 こ の 現 象 を 理 解
し て み よ う と 思 う 。
（２）政権交代論に関する先行研究

現 在 は 河 内 の 勢 力 が 連 合 政 権 内 で 新 た に 盟 主 と な っ た と す る 河 内
新勢力 盟 主 説 と 奈 良 盆 地 に あ っ た 前 代 の 王 権 が 河 内 に 移 動 し て き た
と す る 大 和 盟 主 連 続 説 の 二 つ に 収 斂 さ れ て い る（下垣2018） 。
（３）墳丘築造企画論に関する先行研究

最初に墳 丘 築 造 企 画 に 関 す る 研 究 を 展 開 し たのは上田宏範氏である 。
近年は新納泉氏・柴原聡一郎氏などによってコンピューターによる比較検討が主
流になってきている。

（１）対象とする古墳
『 全 国 古 墳 編 年 集 成 』 に 基 づ き 4 世 紀 後 半 か ら 5 世 紀 前 半 に 築 造

さ れ た 全 長 200m を 超 え る前方後円墳である 宝 来 山 古 墳 ・ 佐 紀 陵 山 古
墳 ・ 佐 紀 石 塚 山 古 墳 ・ 五 社 神 古 墳 ・ コ ナ ベ 古 墳（奈良県奈良市） と 、
大仲 津 山 古 墳 ・ 誉 田 御 廟 山 古 墳（大阪府藤井寺市） 、 上 石 津 ミ サ ン ザ
イ 古 墳 （大阪府堺市）を 対 象 と す る 。
（２）検討方法と目的

現 時 点 で 筆 者 が 持 ち 合 わ せ る 研 究 環 境 に 合 わ せ て 、 古 墳 の 墳丘復
元 図 を直接重ねて比較する。墳丘復元図は古 墳 の 実 測 図 を も と に 築造当時
の 墳 丘 を 復 元 し たものである 。 比較するのは、斜 面 長 ・ テ ラ ス の 幅 ・ 平
坦 面 の 大 き さ ・ 形 な ど である 。 ま た 、 上 田 氏 の 研 究 で 示 さ れ た P 点
が 一 致 す る か に も 注 目 し た い 。 P 点 は 前 方 部 の 長 さ ・ 幅 を 規 定 す る
時 に 定 め ら れ る 点 で（上田1969） 、 こ の 点 が 同 じ 位 置 に あ れ ば 前 方
部 の 築 造 規 格 が 似 通 っ て い る と 言 え る 。比 較 す る 際 の 縮 尺 は、 一 定
の 基 準 と し て 後 円 部 二 段 目 半 径 が 同 じ に な る よ う に 調 節 す る 。

本研究の目的は次の3点である。

（１）奈良盆地と大阪平野の地域間での比較
①宝来山古墳（左）と仲 津 山 古 墳（右）（図1）
②五社神古墳（左）と上 石 津 ミ サ ン ザ イ 古 墳（右） （図2）
③コナベ古墳（左）と誉 田 御 廟 山 古 墳（右） （図3）

奈 良 盆 地 と 河 内 平 野 と い う 地 域 の 違 い が あ り な が ら も 、 4 世 紀 後
半 か ら 5 世 紀 前 半 に か け て の 多 く の 古 墳 で 墳 丘 構 造 に 共 通 点 が あ る
こ と が 分 か った。
（２）同時期または同地域の古墳の比較
①宝 来 山 古 墳 （左）と佐 紀 陵 山 古 墳（右） （図4）
②五 社 神 古 墳 （左）と佐 紀 石 塚 山 古 墳（右） （図5）
③上 石 津 ミ サ ン ザ イ 古 墳 （左）と 誉 田 御 廟 山 古 墳（右） （図6）
④佐 紀 石 塚 山 古 墳 （左）と佐 紀 陵 山 古 墳（右） （図7）
⑤仲津山古墳（左）と誉田御廟山古墳（右）（図8）

① の 事 例 か ら 、 4 世 紀 後 半 の 奈 良 盆 地 の 王 墓 に は 系 統 差 が 認 め ら
れ る 。 さ ら に②・ ③ ・ ④ ・⑤か ら 、 4 世 紀 末 か ら 5 世 紀 の 間 に 系 統 差
は 解 消 さ れ て い る と 考 え ら れ る 。
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出典：誉田御廟山古墳『古市古墳群を歩く』

上石津ミサンザイ古墳および仲津山古墳『陵墓地形図集成』
それ以外の古墳『佐紀古墳群航空レーザー測量調査速報成果資料集』

図9 本研究で判明した古墳の関係性と時間軸
出典：誉田御廟山古墳『古市古墳群を歩く』

上石津ミサンザイ古墳および仲津山古墳『陵墓地形図集成』
それ以外の古墳『佐紀古墳群航空レーザー測量調査速報成果資料集』

本 研 究 で は 築 造 当 時 の 古 墳 の 墳 丘 構 造 を 復 元 し 比 較 し た が 、 詳
細な 設 計 図 を 作 成 す る こ と は で き な か っ た 。 今 後 は 古 墳 を 築 造 す
る 際 の さ ら に 細 か い 決 ま り 事 に 関 す る 先 行 研 究 を 調 べ 、 古 墳 の 設
計 図 を復元してよ り 正 確 な 比 較 を し た い 。

ま た 全 国 に は 大 王 墓 と 似 通 っ た 墳 丘 構 造 を 持 つ 複 製 墳 が 存 在 す
る 。 そ れ ら の 分 布 な ど を 検 討 し、対 象 地 域 を 日 本 全 国 に 広 げ 、巨大
古墳の造営地が河内に移る理由をさらに深く考察したい。
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①に対する考察
３ー（１）より、 奈 良 盆 地 と 大 阪 平 野 の 王 墓 の 墳 丘 構 造 に は 共 通 点
が 多 く 存 在 し、そ れら の 造 墓 主 体 で あ る 王 権 は 同 一 のもので あ る と
考 え ら れ る。したがって、河内新勢力盟主説は成り立たない。

②に対する考察
３ー（２）より 、5世紀前半までに、 複 数 存 在 し て い た 王 系 が 一 つ に
ま と め ら れ た と 考 え ら れ る 。ここで、岸 本 直文氏の説を取り上げたい。
岸本氏は 主 系 列 の 築 造 順 は 仲 津 山 古 墳 → 大 山 古 墳 、 副 系 列 は 上
石 津 ミ サ ン ザ イ 古 墳 → 誉 田 御 廟 山 古 墳 と な り 、 5 世 紀 前 半 以 降
も 複 数 の 王 系 が 存 在 す る 状 況 は 続 く と す る （ 岸 本 2018 ） 。 し か
し 、 仲 津 山 → 大 山 の 間 が 約 半 世 紀 開 き 、 上 石 津 → 誉 田 御 廟 山 古
墳 は ほ と ん ど 同 時 期 の 築 造 で あ り、 王 位 継 承 の 間 隔 が 不 自 然 で
あ る 。 よ っ て 、 仲 津 山 → 上 石 津 → 誉 田 御 廟 山 → 大 山 と 一 つ の 王
系 で 考 え た 方 が 、 整 合 性 が あ る と 思 わ れ る 。また、仲津山古墳と誉
田御廟山古墳はP点の位置から系統差が認められるものの、後 円 部 の テ ラ ス
幅 が 一 致 す る （図8） 。 新 納 泉氏 の 研 究 で は 、 後 円 部 テ ラ ス 幅 が
後 円 部 の 段 築 を 決 め る 基 準 と さ れ て い る （ 新 納 2018 ）。 よって、
5世紀前半に墳 丘 構 造 は 五 社 神 古 墳 を 、 墳 丘 構 造 を 規 定 す る 基 準
は 仲 津 山 古 墳 を 引 き 継 い だ 折 衷 型 の 誉 田 御 廟 山 古 墳 ・ 上 石 津 ミ
サ ン ザ イ 古 墳 が 築 造 さ れ 、ここに王系の統一があったとみたい。

③に対する考察
①・②より、巨大古墳の造営地が河内に移る理由は、王 系 の 統 一 に よ り 意
見 集 約 が 容 易 に な り 対 外 交 流 に 重 点 を 置 い た 政 治 が で き る よ う
に な り 、 奈 良 盆 地 よ り 海 へ の ア ク セ ス が 良 い 大 阪 平 野 に 拠 点 を
移 し たため で は な い だ ろ う か 。 実 際 に 『 晋 書 』 本 紀 に は 413 年 に
倭 国 が 晋 に 遣 使 し た と あ り （ 坂 2021 ）、 そ の 後 倭 の 五 王 に よ る
朝 貢 が 始 ま る 。 墓 域 を 大 阪 平 野 に 移 し た こ と と 、 倭 国 が 対 外 交
流 を 進 め て い く こ と が 連 動 し て い る と い え る 。

①：奈 良 盆 地 と 大 阪 平 野 の 地 域 間 で の 巨 大 前 方 後 円 墳 の 墳 丘 構
造 の 比 較 を 通 し て 、 河 内 新 勢 力 盟 主 説 が 成 り 立 つ の か 検 証 す る 。

②：こ の 時 期 は 同 時 期 ・同地域に 巨 大 前 方 後 円 墳 が 複 数 造 ら れ る
こ と があ り 、これらの墳 丘 構 造 の 比 較 か ら 、 当 時 の 王 権 の 内 部 構
造 を 考 察 する 。

③：①・②の結果を通して、巨大古墳の造営地が河内に移る理由を考察する。


